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1ま え が き

ヅ

、

従 来 、 販 売 の 問題 は生 産 の 問 題 に比 べ て よ り低 い 次 元の 問題 と考 え られ て

い た が、 経 済 活 動 の 円熟 に伴 い、 現 代 で は販 売 の問 題 こそ 最優 先 の 課 題 とな

っ たo

従 っ てEDPSの この 問題 に対 す る適 用 が 高 ま り、 そ の情 報制 度 の 問 題 が、

多 角 的 に研 究 さ れ る よ うに なっ た。

こ こ では、 百 貨店 とい う分 野 での シ ス テ ムの 事例 を通 じて 現状 を考 察 し、

今 後 の 展 望 を 述 べ て みた い と思 う。

♂

.6
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2現 在 の 概 況

1EDPS導 入 の歴史

表1EDPS導 入 の 歴史

年 月 拡 張 と 開 店 機 械 の 導 入 機 械 化 内 容
3112

一
4期 完成

326 沼津店開店

3212 PCS導 入
タ グ シ ス テ ム

ダ イ レ ク トメ ー ル

344 PCS増 強 商品勘定
348 買掛勘定
349 鎌倉店開店

351 5・6期 完 成

355 PCS増 強

368 JMA発 足

3710 TOSBAC4200導 入

3&2 TOSBAC4200始 動 棚卸、売掛勘定

384 西 友 ス ーア設立

387 市川店開店 給与計算
389 買掛支払
394 UNIVAC1004導 入 賞与、年末調整

支店商品勘定 ・買掛勘定

主計出納
399 PISA開 店 、7期 完成 経 費
402 SSDSセ → ヒス トロニ ック 導 入

404 経費支払
406 西友ス トア商品勘定
418 TOSBAC5400導 入 西友ス トア買掛勘定

4110 TOSBAG5400始 動 売掛請求

商 品勘 定 丁一54GOへ 移行

424 UNIVAC1004撤 去

426 給 与 、経 理 丁一5400へ 移 行

427 TOSBAC4200撤 去

428 西 友 ス トアガンマー10導 入 本部在庫の管理

429 船橋店開店

4211 UNIVAC1004再 導入

43.2 NCRジ ャーナル リ一夕L導 入

434 渋谷店開店
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西 武 百 貨 店 は 戦 後急 速 な成 長 を遂 げ た 企業 で ある の で、 昭 和32～3年

ご ろか ら現 在 まで で は比 較 に な らない ほ ど企 業 の規 模 の拡 張 が 行 なわ れ て

い るo

コ ン ピュ ー タの問題 に絞 る と、32年 の12月 にPCSを 導 入 した。 こ

の 段 階 で タグ ン ステ ム とか ダ イ レク トメ ール とか 商品勘 定 の機械 化 を実 施

した。 商 品 勘 定 と呼 ん で い る のは会 計部 門 の い い 方で、 総 勘 定 元帳 上 の 商

品 勘 定 と受 け取 られ るが、 当 百貨 店 で商 品勘 定 と呼 ん で い る のは店 舗 の中

の各 売場 ご との仕 入 売上 げ、 在 高 の集計 並 びに 損 益計算 等 々を含 ん で い る

と理解 願 いた い0

37年10'月 にTOSBAC4200を 導入 したが、 これ は比 較 的小 さい

コ ン ピュー タ で、 メモ リー は キ ャ ラク ター で4000し か ない が、 この{導

入 で 一.応コ ン ピュ ー タへ の 第1歩 を踏 み 出 した わ け であ る。

そ して41年8月 に 中型機 と大型 の 中間 に属 す るTOSBAC5400を 導

入 した。 現在 は 磁 気 テ ー プ7台 、 デ ィス ク が4台 とい う構成 で、 メ イ ン ・

メ モ リーが32Kワ ー ドとい うワ ー ドマ シン で あ る。 レ ン タル料 は500

万 円位 となってい る。 このTOSBAC5400を 現 在 は メ イ ン ・マ シン と し

て使 って い る。 筒 サ ブ ・マ シン と してUMVAC1004を 使 っ て い る。

今 年 に 左 って 特 殊 イ ンプ ッ トの ジ ャー ナル リーダ ーを 導入 した。

2EDPSの 発 展過 程 と 意識 の変 化

表2に あ る よ うに、32年12月 のPCS以 前 は完 全 に手 作業 で行 な わ

れ て い た。 ア ウ トプッ トに よる管 理 レポ ー トの 結 果 は、 完 全 に中 間 管理 者

に ま かせ て い た。PCSが 入 っ て最 初 何 を や った か とい う と、 単 純 事務 の

機 械 化 か ら始 め たわ けで あ るo

管 理 的 に は この 段階 で コー ド化 を採用 し、 そ れ か ら次 の 段階 で業 務処 理

の 機 械 化、 単 純 管理 の 機 械 化、 複 合 事務 の機械 化、 計 画事 務 の機 械 化、 事

務 処 理 方式 の 標準 化、 管 理 方式 の標 準 化、 な どを実 施 し、 現在 に至っている。
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表2EDPSの 発展過程 と意識 の変化

時 期 技 術的 側 面 管 理 的 側 面

(D32年12月 以前 ω霧 き讐 罐 裏 ω 舞 鍵 管理都 まか

(2)32/12～37/12 (・・講 読 計・候 (・}藤 織 の翻 と集計

(3)38/1～3〔 ン/4 (3)業 務処理 の機 械化 (3)事 務処理方法 の標準化

(4)4(〃4～41/11 (4)単 純管理の機械化 ω 管理方法の標準化

㈲41/12～43/1 ㈲ 複合事務の機械化 ㈲ 成果管理の標準化

(6)43/2～ (6)計 画 事務 の機械化 (6)フ ィー トツこック の 標 準 化

、

3各 段 階 の 動 機

Plan-Do-Seeの 動 きの 中 で、Seeに 至 る間 に プ ロセ ッシ ング が

ある わけ で あ るが、 一般 事務 の機 械 化 の レベ ルで は、 デ ー タ プ ロセ ス の中

に売 上 げ の計算 、仕 入 れ の計 算 、 経 費 の計算 な どが あ り、 い ろ いろ な事 務.

に分 か れ て い る わけ で あ る。

第1段 階 の 機 械化 とい うのは、 事 務 慣 習 に対 す る現 状 不 満 か ら事 務 の機

械 化 を考 え る段階 で あ り、 セ ク ト主 義 の打破 に は効 果 が あ るが、 能 率 は余

りよ くない。

第2段 階 の機 械 化 と い うのは、 事務 員 を減 らそ うとか、 仕 事 の或 る部 分

を より合理 的 に やろ うとか、 こ うい う配 慮 か らな さ れ る機 械 化 を い う・

第3段 階 の機械 化は 、 事務 処理 方式 の標 準 化 を 目標 と し、 予 算 管 理、 昨

年 対 比 な どが 含 ま れ る。 この段 階 に な る と、 その 中の1つ につ い て は一貫

して やろ うとい うこ と で、 従来 だ と伝 票 を受 け つけ て か ら何 段 階 もの作 業

を経 て関連 す る一 連 の事務 処 理 が行 は れ る が、 関連 事 務 を全 部 や ろ うとい

うの が第3段 階 で あ る。

第4段 階 に な る と、 管 理 責任 単 位 の分 化 を 図 る ことを ね らい と し、 横へ
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の広 が りを もつ よ うに 煮る 。

第5段 階 に 在 ると、 競 争 の激 化 に先 手 を と る こ とを 目標 と し、 あ る範 囲

ま で のSeeの 機 械 化 を包 含す る よ うに な る。 最 近 は や りのMlS等 に な

る と、 計 画 事務 の機 械 化 に な り、Planに 戻 るわ け で あ る。そ して次 の 段

階 の プ ランの機 械化 の レベ ル に きた と きに完 全 にMISに っ なが る の では

ない か と思 わ れ る。

当 店 では、 なぜ この よ うに や って きたか とい うと、 も ちろん ひ とつ の 目

的意 識 が あっ て やっ て きた わ け であ るが 、 そ れぞ れ の 段階 に おい て は1つ

1つ を プ ッシ ュ して い く動 機 が あっ たわ け で あ る。

即 ち、 第1段 階 は セ ク ト主 義 の 打 破、 第2段 階 は人 員 の削 減、 第3段 階

は予 算 管理 ・昨 年 対比 、 第4段 階 は バ イヤー 制 の採用 、 第5段 階 は 重 点 指

向 の 早期 発 見 とい う具 合 で あ る。

`

4現 在 の組 織 体 制及 び 事 務 量

図1に 現 在 の組織 体 制 が示 され て い るが、 計算 機部 門 は現 在 経理 部 に 籍

が あ り、 これ は ア カ ウン テ ィ ングに関 す る仕 事 が非 常 に 多 い の で、 と く

に籍 が あ るわ け であ る。 ただ し社 長 室 とい うゼ ネ ラル ・ス タ ッフ ・グ ル ー

図1現 在の組織体制及び事務量

… …EDPS委 員 会

(シ ステムに 関す る部 門)

経 理 部

統計ご 一 計ーー
オペレーシごン係チェック係 パ ンチ係 プログラム係 計 画 係

(7名)(26名)(6名)(9名)(2名)
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プ にEDPSに 関 す る委 員会 が あ り、 と こ では役 員直 属 で シス テ ムの 推進

が で き る よ うに な って い る。 そ して 実 際 の仕 事は 経 理 部 の中 で オペ レー ト

す る とい う制度 に なっ て い る。

表3に 実 際 の 処理 内容 は どの ぐらい の ボ リュ ー ムか とい うこ とが の って

い る が、 ヒれ は1年 ぐらい前 にっ くった 資 料 で あ るの で、 この 表上 で 「将

来 」 と あ るのは 、 「現在 」と解 釈 して も らっ て よい わ け で あ る。 デ ー タ量

表3現 在のEDPS概 観 と事務量

現 在 将 来 主 た る作成帳表

商

品

勘

定

百 貨 店 26万 枚 39万 枚
仕入売上明細表

営業 管理 日報、月報

ス トア ー 12万 枚 16万 枚
仕入分析月報
重点取引先分析表

買

掛

百 貨 店 11万 枚 17万 枚 買掛勘定内訳表
支 払高明細表
当座振込通知書ス ト ア ー 10万 枚 13万 枚

売

掛

百 貨 店 3.5万 枚 5.3万 枚
売掛勘定内訳表
請 求 書
年令別売掛分析表
請求高明細表ス ト ア ー

//

/ ,/
/

給

与

百 貨 店 8千 枚 1.2万 枚
給与明細書
給 与 台 帳
部門別合計表
超勤統計表ス ト ア ー 5千 枚 7千 枚

経

理

百 貨 店 1万 枚 ユ.5万 枚 貸借 日計表
出 納 台帳
総勘定元帳ス ト ア ー /

43.2よ り
実 施 計 画 中

経

費

百 貨 店 3千 枚 5千 枚 経費明細帳
経費明細表
経費支払勘定表ス ト ア ー /

43.2よ り

実 施 計画 中

※将来 とは渋谷 開店時を指す

デ ータ枚 数は 月間平 均枚 数で あ る。

一8一
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に して月間80万 件 ある。 これ は メ イ ンの デ ー タ量 で あっ て、 メイ ン ・デ

ー タ に転 換 が終 わ れ ば お しまい とい う よ うな デ ー タが、 これ以 外 に 月 間約

70万 件 も あ る。量 と して は、 こ うい う業種 の 宿命 だ と思 うが、 割 合 多い

の で は ない か と思 う。 した がっ て、 イ ン プ ッ ト並 び にイ ン プ ッ ト ・チ ェ ッ

クの 問 題 がわ れ われ の ところ で非 常 に神 経 を使 う問題 とな って い る。

図2に コン ピ ューータの使 用状 況 がで て い るが 、 この中で デ イ リー業 務 と

呼 ん でい るの が48%あ る。 い ろ い ろな種 類 の業 務 をや って い るた.めに、

業 務 毎 の処 理 の形 式 で 左 く1っ の プ ロ グ ラムで全 部 処理 で き る よ うに なっ

てい るので、 デ イ リー とい う形 で処 理 せ ざ るを 得 ない わけ で あ る。 、

した が って 、 買掛 とか売 掛 とい うもの の時 間配 分 は全部 マ ンス リー ・デ ー

タ だ け しか 時 間 が とれ ず 計 算 で き ない わ け で あ る。

図2T-5400使 用 状況

(42/6～8平 均 月間値)

◆

商品雛 偏 蹄 間
その他

毎 日処理
48%

商品勘定
3%

}

プログラムテス ト

や り直 し作業

マシ ンタ ウ ン

プ ログ ラム作成

参 考 ま で に現在 の業務 内 容 を 図3に 示 して お くが、 これ を見 て も ら う と、

デ ー タ ・プ ロセス の い ろい ろ な種 類 の 縦 と横 との関 係が つか め る と思 う。

まず 販 売 関係 とか仕 入 関 係 、掛 売 関 係、 給 与 関 係、 経費 関係 、 資 産 購 入

関係 、 こ うい う関係 伝票 の 伝票別 の合 計 を とって い る。 た だ し、 こ こで は

一9一



一

た だ伝 票 別 と呼ん で い るが、 実 は 事 業 所 別 に な るわ け であ る。 事業 所 別 の

伝 票 に は全 部 伝票 コ ー ドが 打 っ て あっ て、 これ か ら総勘 定 元帳 上 の 仕 訳 け

がす ぐ発 生 す る よ うに な って い る。 な お、 品 番別 の営 業計 算 に はデ ー リー

・ウ ィー ク リー及 び マ ン ス リー の一 連 の計算 が 含 ま れ て い る。

そ れ か ら、 仕 入 が お きれ ば 業 者 に対 す る支払 い が必 要 と な り、 これ は 銀

行 別 の支 払 い ま で全部 コン ピュ ー タの 中で 一 貫 処理 し てい る。 掛 売 が 発 生

す れ ば 得意 先 に対 す る売掛勘 定 が お き、 総勘 定 へ の つ なが り並 び に補 助 簿

へ の つ なが りは、 全 部 コン ピュ ー タの 中で一 貫 処 理 され て い る。 さ らに請

求書 を つ くっ て残 高 分析 表 まで 出 す よ うに して い る。

給 与 関係 は給 与 明細か ら統 計 ま で、 全 部 を や っ て い るo

経 費 に つい て は、一 般 経 費 は科 目、 費 目別 と業 者 別 の支 払 い、 そ れ か ら

総勘 へ もっ て いっ て い る。

な 拾、 資産 関係 の場合 は什 器 台 帳 、 償 却計 算 の 問題 が出 て くる。 こ うい

うものが また予 算 コ ン トロール を行 な う資料 と して展 開 され る。 補 助 簿、

総 勘 定 元 帳、 バ ラン ス シ ー ト、損 益 計 算 書 と、 トー タル ・ア カ ウン ト・シ

ス テ ム とい え る、 一連 の 仕事 が コ ン ピュー タの中 で処 理 され て い る。

この よ うな 仕 事 が金 事 業 体 にわ た っ て い るわ け で あ る。 つ ま り会 計単 位

は 事業 所 別会 計 を とって お り、 これ ら全 部 がそ の中 に立体 的 に組 み合 わ さ

れ て い る。 こ うい う状 況 の も とに、 月 間80万 件 とい うデ ー タが つ くられ

て い る わ けで あ る。

当店 で は この 様 に処理 内 容 が 多様 で あ るため い ま は この仕 事 を やっ て い

る、 次1は この 仕 事 をや る とい うふ うに1っ1っ 分解 して ランす る こ とは

と うて い 不 可能 な ので、 デ ー タ計算 並 び に ランの 仕 方 に少 し工 夫 を して い

る。

表4に 「イ ン プッ トマ シ ン一 覧表 」とい うの が あ るが、 い ろ い ろ な イ ン

プ ッ トマ シン を使 って い る。 こ こに デ ー タ名 と して あ る のは代 表 的 な デー

タだ け を 出 して い る。 デー タに は全 部 コー ド番 号 がふ って あ り、 通 常 伝票
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図3現 在 の 業 務 内 容

伝 票 別 填 充

現先i†貢 合計口

伝 仕合針
目仕 入針

口 、

醗 言,劇 合計日怜

人 名 別 人

給与・・ピ 別

科日舶 別 経
・含蓄†日報社 賞 計 宜

資 産仰x
日 別 試

、さ`計萄

品 番,朗

営業 日↑真

裏 虐 刑

4t・計 算

得意1た別

売揖 計 卸

部 門 郁 門 別

給与統計 与合計友

部 明 方;」

lt官 許 白

菜 琶 別

未払計算

什 器

資産惚塊

取引産別 姻1先 別

支払計算 む蝸

得 意先別

請求計革

嚢 音 別ik音 別

支払計算1類 一・表

銀 行 粗」 銀 行 別振替
司・友振込計 算

補 助簿

./

.輔 助瑚

現 金出納伝

書魔 境金出剤吸

驚 勘 定
元 帳

貸 借
君恩 蚕

損 益

計偵 暑
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表4イ ン プ ッ ト マ シ ンL--ee表

ー

」

ω
1

デ ー タ 名 コ_ド
MT

フ ォー ム
池 袋 渋谷 店

船 橋 店
鎌 倉店 他の支店

西 友
ス トアー 備 考

曜 日 ・天 候 マス タ ー 0℃0 SA P.○.
一 一 一 一

品 、養 マ ス タ ー 0101 SA F.w 一 一 一 一

普 通納 返 贔 伝 票 1-118' SASC P.C. 41号 1100 P.C 1.P.C.

委 託納 返 品 伝 票 1128' SASC P.C. 41号 1100 P.C LP.C.

店 外 移 動 伝 線 1.138ノ SASC P.C. 41号 1100 P.C 1.P.C.

価 格 変 動 伝 票 12'48 SASC P.C. 41号 11'00 P.C 1.P.C.
、

店 内 品 振 伝 票 1258' SA P.C. 41号 1100 P.C 1.P.C.

値 上 値 下 1273' SA P.o. 41号 1100 P.u 1.P`C.

売 掛 伝 票 3111 SASB P.C、 21号 1100 P.C 1.P.C. 注)

店 頭 売 掛 伝 票 3211 SB P.C. 一 一 一 一 P、C.:パ ン チ カ ー ド

お 跳 発 生 伝 票 3461 SA P.u. 21号 1100 P.C 一 F.W,:フ レ ク ソ ラ イ タ

レ シ ー ト 4111 KA P.C.
(S.T)

21号 1100 P,C 1.P.C. O.T.:オ キ タ イ パ ー

レ ジ 訂 正 伝 票 4248' 1(A P.C. 21号 1100 P.C 1.P.c}. 1100:TOSBAC－

返 金 伝 票 4258 KA P.C. 21号 1100 P.C 1.P.C. 1100D型

流 動 資 産 1318' KESC F.W. O.T. F."㌃ ㊧ P.(コ. M.℃.:マ ー ク カ ー ド

固 定 資 産 1328' KESC F.W。 O.T. F.W. ㊧ P.C. S・T・:セ ー ル ス ト ・ ニ ツ

経 費 1338' KESC F.w. O.T. F.、 悟 ㊧ P.C. ク レ コーダ ー

買 掛 支 払 原 簿 61Z8 SC P.(」.
一 一 一 P.C.

入 事 マ ス タ 8011 VA F.w 一 一 一 一 11

給 与 デ ー タ 811 VB M.C. M.C. M.C. M.C M.C.

●



に 刷 り 込 ん で あ る 。 キ ー パ ン チ 並 び に イ ン プ,ッ トの 段 階 で は ほ と ん ど レ ピ

ー ト も し くは ヘ ッ ダ ー と し て 扱 い オ ペ レ ー タ が あ ま り負 担 を 感 じ な い よ う

に し て い るo

表4にMTフ ォ ー ム と い う の が あ る が 、 これ は 内 部 的 にSAフ ォ ー ム と

かSCフ ォ ー ム 、SBフ ォ ー ム 、KEフ ォ ー ム と か い ろ い ろ なMTフ ォ ー

マ ッ トの ス タ ン ダ ー ドが き ま っ て い るo

イ ン プ ッ ト マ シ ン と し て 池 袋 店 の 場 合 は 、 パ ン チ カ ー ド あ る い は フ レ ク

ソ ラ イ タ 、 マ ー ク カ ー ド.とい う よ う な も の を 使 っ て い る。 渋 谷 店 の 場 合 は 、

41号 と か21号 を 使 っ て お り、 ジ ャ ・一 ナ ル ・ り 一 夕ー一 に か け る た め に デ

ー タ・を コ ン パ ・一トす る 機 械 と し て 使 っ て い る 。21号 は 完 全 に キ ャ ッ シ ュ

・ レ ジ ス タ ー で
、 現 場 の キ ャ ッ シ ュ ・ レ ジ ス タ ー が そ の 才 ま イ ン プ ッ ト用

の ジ ャ ー ナ ル を っ く っ て い る わ け で あ るo

船楓 鎌 舗 に な る とTOSBAC・ ・0・ とい う、 計 算 鋼 レ イ プ ラ イ

ター を使 っ て い る。 これは 検 算 業務 を しなが ら穿孔 テ ー プを作 り、 簡単 な

フ ォー マ ッ トをそ の 場 でつ くる こ とが で き る。

又 、西 友 ス トア ー一一.とい う兄 弟 会社 では、 パ ン チ カー ドの作 成 を外 注 して

い るoこ こ も'いま ジ ャー ナル化 へ どん どん 動 い て い る。

表4を 各 店 舗 ご と に縦 に見 る と、 イ ン プッ トマ シン は大 体 きま っ た よ う

な の を使 って い るが 、醐 見 る と、 た とえ ばふ っ うの納 品 伝 票 な どで は、

い ろい ろ な イ ン プ ッ トが ごち ゃ ごち ゃに なって入 って くるわけ で あ るが、

これ で も差支 え ない よ うに考 え て い る。

5デ ー タ 。ギ ャザ ー に つ い て

図4に デ ー タ ・ギ ャ ザ ーに つ い て図示 して い るが 、 デ ー タは カー ドで入

る もの、 紙 テ ー プで入 る もの 、 ジ ャー ナ ルで 入 る もの な どが あ る。 そ れ が

全部 の店 舗 か らば らば ら に入 っ て きて お り、 日付 もめ ちゃ くちゃ、業 務 内

容 もば らば らとい うの が現在 の イ ン プ ッ トの 受 け とめ 方 で あ る。

-1
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図4デ ー タ 。 ギ ャ ザ ー に つ い て

品 番 マ ス タ ー

取 引 先 マ ス タ ー

顧 客 マ ス タ ー

従 業 員 マ ス タ ー

予 算 マ ス タ ー

昨 年 値 マ ス タ ー

科 目費 目マ ス ター

ノくイ ヤ ー ーマス タ ー

商 品 マ ス タ ー

レ ジ 精 算

レ ジ 記 録

伝

仕 入 デ ー

経 貧 テ ー

財務 仕訳デ ータ

コード番号

カナ文字

分類記 号

累計記録

etc.

電子 計算機
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パ ンチ カー ド

紙 テ ー プ

OCRジ ャーナル

マ ーク カー ド
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エ フー

メ ッ セ ー シ

ウ トプジ ド

'気 チ ー フ

TOSBAC
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フ
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こ こで は5400を 使 っ た り ジ ャー ナ ル ・リーダ ー を使 っ た り、1004

を 使 った り して トランザ クシ ョン の磁 気 テー プを業務 に はぜ ん ぜ ん 無 関係

に つ くっ てい る。 ど うい うふ うに イ ン プ ッ トが 入 っ て きて も、 この 段 階 で

MTの フォ ー マッ トはSEだ とかSAだ とか い う よ うに全 部 き ま って しま

うの で あ るo

こ の よ うに、 トランザ ク シ ョ ンの磁 気 テ ー プを っ くる段 階 で標 準 化 が は

か ら れ てお り、 エ ラー が 出 れ ば も ち ろん再 入 力 す る わけ で あ る。

ア ウ トプ ッ ト関係 は 全部 磁 気 テ ー プ と してお き、 そ れ を ま た 改 め て54

00を 使 うな り、1004を 使 うなbし て ア ウ トプッ トを す る よ う'にして

い る。 この トラ ンザ ク シ ョン磁気 テ ー プ とア ウ トプ ッ ト磁 気 テ ー プの間 の

プ ロセスで は、 イ ン プ ッ トとア ウ トプヅ トについ て はぜ ん ぜ ん 考 慮 しな く

て よい。 した が っ て、 ギ ャ ザー の 媒 体 は何 で も よ く、'なお かつ デ ー タ内 容

そ の もの も何 で も よい よ うにな って い る。

図5に は業務 処 理 の ゼ ネ ラル ・フ ロー ・チ ャ ー トの一 部 が の せ .てあ る。

左側 のStep1-0の 前 に カー ド、 テー プ、.#6と い うのが あ るが 、 イン

プ ッ ト ・デ ー タが入 って くる とStep1-0で 伝票 コ ー ドとか品 番、 取 引

先、 顧 客 の コー ド番 号、 伝 票 の縦 計 とか 科 目、 費 目 コー ドな どの イ ン プッ

ト ・エ ラー ・チ ェ ックを や って い るoエ ラー が 出れ ば再 投 入 し、 エ ラー の

ない オ リジナ ル ・テ ー プが で きる とデ ー タ ・フォ ー マ ッ トの 点検 、 一 当

店 で は フォー ミング と呼 ん で い る 一 を行 ない、 伝 票別 の フォー マ ッ トの

一定 化 を こ こでや っ て い る
。

この オ リジ ナル ・テ ー プ には 売 上 、仕 入ぐ 経 費 な どい ろ い ろ な ものが ミ

ックス して入 っ て い る。 そ の 次 の 段階 で ソー トを 行 な っ て い る。 フ ォー ミ

ング が 終 わ っ てい れ ば キ ー ワー ドが一 定 に な るの で、 ソー トと次 の マ ス タ

ー との マ ッ チン グ をや り、 そ の 次 に前回 ま での テ ー プ との マ ージ ン グを や

っ て い るo.

当 店 で は、1日 の うち に こ こ ま での ス テ ップが 何 回 で も繰 り返 し行 な わ
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れ る の で、 前 回 とか今 回 とか い う言 葉 が 出 て くる。 今 回 デ ー タを処理 して

い る途 中 で 日付 指 定 、 作業 指定 を行 な う。 作業 指定 を受 け なかっ た り 日付

指 定 を受 け ない ものは、ll6の 中 にそ の ま ま残 っ て、 最初 の ス テ ップ1の

と ころ に 出 て くる よ うに な って い るo

この形 式 に プ ログ ラム技 術を適 当 に ミックス す る と、何 の業 務 で も無 関

係 に動 く とい うわけ で あ る。

と くに ビジ ネス ・ユ ースの場 合 の イン プ ッ トは 、仕 入 れ で あろ うと売 上

げ で あ ろ うと、 大体 キ ー ・ワー ドご とに ソー トして マー ジす れ ば 、 まず イ

ン プ ッ ト段 階 の 処 理 は完 了 し、 べっ に区 別 して 処理 す る必要 は ない と思 う。

この 考 え をそ の ま ま実務 の 中 に動 か して、2年 ぐ らい に なるが、 ぜ ん ぜ ん

支 障 な く毎 日動 い て い るoし た がっ て 事業 所 が どん どんふ え て業 務 が ふ え

て い っ て も、 ユ ニバ ーサル な イン プ ッ トが 開発 され て いれば 、 オペ レーシ

ョンの た めの 特 殊 な プ ログ ラム開 発 は あま り しな いで済 む こ とに な る。

次 に ア ウ トプ ッ トの レ ポー トを どん なふ うに分析 す る かに っい て説 明す

・る こ とに・す る
。 一 ∴

、

〉

'
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口5業 務 処 理 の ゼ ネ ラ ル ・ フ ロ ー ・ チ ャ ー ト

カ ト

隠

テ フ
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Step1-O
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・品 番(群 番 除 く)
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3 営 業 資 料 の 展 開

1全 社 的 管 理体 制

ア ウ トプッ ト ・デ ー タの 分 析 に つ い て説 明 す る前 に1つ だ けつ け加 え て

お きた い こ とが ある。 そ れ は いろ い ろ な ア ウ トプッ ト ・レポ ー トが ある が、

ち ょっ と特殊 な展 開が 店 の 中 で施 こされ て い る とい うこ とにつ い て で あ る。

「商 品 番号別 」とい うのは 当店 の基 本 的 なデ ー タ ・フ ァ イル で あ るが、

この商 品 番 号別 とい うのは 、 それ で は ど うい うこ とか とい うと、 商 品分 類

上 か らい え ば、 ま ず大 分類 され、 そ れが 更 に 中分 類 さ れ て い る。 この 中分

類 が 大 体37あ る。 そ の 中 を更 に ワイ シャ ツな ら ワイ シ ャ ツ、 ネ ク タイk

らネ ク タイ とい うよ うに商 品 名 ご とに分 類 し、 これ を小 分 類 と呼ん でい る

が、 こ の段 階 で大 体220分 類 に な る。 そ の 中を さ らに分 類 し、 ワ イシ ャ

ツの 中 で も材質 別、 型 別 とい うよ うな分 類 を してい る。 これ を 当 店 では グ

ル ー プ番 号 と呼 ん でお り、 この段 階 で80Gな い し1,000に 分 かれ る。

こ こ まで は全 商 品 に わ た っ て共 通 で 動 か して い るが 、 こ こか ら先 に な る と、

ある部 分 に つい てだ け,よ り詳 細 な商 品 分 類 が必要 に な る こ と もあ る。

営業 上 の全 ての 伝票 に は、 との商 品分 類 の コー ド番 号 が記 入 され てお り、

とれ に よっ て各 商品 番 号別 の デ ー タが とれ るの で あ るが、 も う一 つ 別 の 角

度か らバ イ ヤー ・コー ド別 の デ ー タが必 要 と なっ て い る。

バ イ ヤー ・コー ドとい うの は商 品の 集 中仕 入 れ をや る場 合 、 店 舗 の大 き

さ に よっ て 商品分 類 の コー ドにそ れぞ れ 違 う番 号 を 使 っ て い る の で、 も う

1度 商 品 の 共通 コー ドをっ け る 必要 が あ るo

別 の い い方 をす れ ば、 仕 入 れ担 当 者番 号 と呼ん で もい い ので あ るが、 全

事業 所 の 商品番 号 と共 通 商 品 コー ドとの対 応 テ ー ブル が 全部 コ ン ピュー タ

の 中 に入 って い るわ けで あ る。

つ ま り ある店 で何 番 と呼 ん で い る のは共 通 コー ドで は何 番 で あ る とい う

ふ うな対 応 テ ー ブルが全部 で きて い るわ け で あ る。 この 番 号 が 商 品 番号 と
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して全 社 共 通 で使 え る のが一 番理 想 で あ り、 い ま もそ の方 向 で 進 め よ うと

努 力 して い るが、 店舗 規 模 が2万 坪 ぐ らい の と～二うか ら1,000坪 前 後 の

店 まで 同 じ番号 で全 部 統 一す る とい うこ とは 不 可 能 で は な いか と思 われ る。

従 っ て、 電 子 計算 機 の 中 に一 ぺ んA対Bの 対 応 テ ー ブル をっ くっ てfoけ

ば、 あ とで転 換 でき る わけ で ある。 転 換 して何 を す る の か とい うと、商 品

別 の詳 細 左 デ ー タが つ く られ る と同時 に 、 共通 の 商品 コー ドを ベ ース に し

て、 各 店 別 の デ ー タが とれ る。 た とえ ば、 ワ イシ ャ ツの本 部 番号 が何 番 と

なるとワイシャ ツの 中の 店 別、そ れ か ら該 当部 門 別、 こ うい うよ うな統計 が

とれ る よ うに なっ てい る。

これ は や りさえ す れ ばだれ で も簡 単 に で き るの であ るが、 実 は積 み 上 げ

るま で に は大 へ んな 苦労 を した。

従 っ て、 い ろい ろ な コ ン トロール を当 店 で は 縦 の 管 理、 横 の 管理 と呼ん

でい るが、 っ ま り横 に各 店別 を と り、 縦 に 商品 別 を とって 両 者 の関係 が碁

盤 の 目の よ うに組 まれ てい るわけ で あ る。 そ して ア ウ トプ ッ トはAと い う

商 品 グ ル ー プの事 業 所別 の成 績 と同時 に あ る事 業 所 の商品別 の成 績 も必 要

に た るo

この 様 な 背景 の 中で 営業 の販売 管理 が 行 な われ て い るわけ で あ るが 、 こ

こでは少 し毛 色 の変 わ っ た管 理 レ ポー トだ け を抜 き出 して説 明 し、 基 本 的

な管 理 は 省 略 して い る。

しか し、 予 算 対 比 と昨 年対 比 が基 本 的 な コン トロー ルベ ー ス に な る のは

当 たb前 で あ る。 そ こ では予 算 つ くbと い う事 が大 き な問題 とな るoこ の

ため には予 算 書 とい う もの が つ くられ 、 トッ プ ・マネ ジ メ ン トの 決 定 に な

る の で あ るが、 店 則、 部 門 別 ま では企 業 と して 決定 す る。 そ の先 に なる と、

た とえ ばそ の課 、 商 品 コー ド、 細 目 コー ドの予 算 作 成 は部 門 で つ くって い

る○ これ を 月間 計 画書 と呼 ん で い る。

総 ワクは経 営予 算 書 と して 決定 され て い るが、 そ の 中 を ど う配 分 す るか

とい うこ とは、 そ この部 門長 を 中心 に して 、毎 月 月間 計 画 を作 成 す る。 と
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URIAGEDAKA

YOSANTAIHI

SAEKIDAKA

YOSANTAIHI

ZA.IDAKA

YCSANT・AIH]I

URIAGEDAKA

SAKUNENTAIHI

1(YAKUSU

SAKUNENTAIHI

JININ

SAKUNENTAIHI

MENSEKI

SAKUNENTAIHI

NEIRERI!rSU

HENPINRITSU

SAEKIRITSU

SHIKIN

KAITENRITSU

SYOHIN

KA.ITENRITSU

93.39

91.05

116.89

105.18

98.33

114.26

105.10

26.19

8.54

24.37

1.03

0.60

OB

表5営 業 指 数 異 常 値 管 理 表(例)

EIGYOSH][SUIJOCHIK塾 汀もIHYO43NEN5GA1[[iSU

88.34

86.45

109.76

99.64

91.99

110.13

96.83

30.07

10.79

30.07

0.85

0.58

OB2

95.14

94.91

113.35

108.16

96.33

116.65

99.04

31.75

20.10

32.12

0.71

0.47

02211

97.19

102.29

101.97

104.90

127.44*

104.90

104.90

42.49**

20.88*

42.85**

0.83

0.45

02212

124.30*

113.78

104.60

148.64*

132.27京

115.61

104.45

27.93

17.61

30.06

L52*

1.01*

02213

165.34**

186.00**

117.73*

170.23**

102.90

136.19

147.54*

O.00× ×

216.41**

28.12

0.44×

0.30×

02214

63.52×

67.04×

02216

89.1.4

87.43

103.82×125.14*

67.58×

57.13)く ×

87.86

81.58

33.11

26.18*

31.66

0.58

0.40

106.90

109.97

118.78

86.30

29.26

10.00

29.42

0.54

0.37
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い うこ とは翌 月の 計画 は そ の月 の結 果 を見 て修 正 して も よい とい うこ とで

あ る。 した がっ て 、 月次 で もっ て 変更 可 能 なサ イ ク ルでつ くられ て い る。

予 算 書 その ものは 年 に2巨 つ くる。 そ のた め の作 業 は コ ン ピュ ー タか ら出

て くるア ウ トプッ トを利 用 して、 ゼ ネ ラル ス タ ッフ並 び に営i業ス タ ッ フが

総 力 を あげ て や る わ けで あ る。

そ れ か ら月 間計 画 の作 成 の段 階 に な る と、 各部 門 の ライン ス タ ッフが レ

ポ ー トを克 明 に分 析 して、 月 間計 画 を つ くるわ け で あ る。 そ して これ らの

もの が コン ピュー タの 中 に全 部 イ ンプ ッ トさ れ、 そ れ に よ・うて 予算 コ ン ト

ロー ルが 行 なわ れ る。

2営 業 指数 異 常 値 管 理表.ン

予 算対 比 、 昨年 対比 とい うデ ー タが ア ウ トプ ッ トされ た場 合 、 そ れが ミ

ドル以 上 の マ ネ ジャ ーに とっ て正 常 な値 か異 常 な値 か非 常 に気 に なる と と

ろで あ る。 電子 計算 機 が紙 くず 製 造機 だ と悪 口を い われ る ぐ らい デrタ が

はん らん して くる と正常値 か異常値か の情報は とくに必要で ある。

表5に 営業 指 数 異 常値 管 理 表 が の っ て い るが、 上 の横 のほ うにOB、

OB2、02211、02212云 々 と出 てい るのは 商 品 コー ドで あ る。

そ して左 に売 上高 、 予算 対比 な どを と り93.39、88.34な どの 数字 を

プ リン トして い る。 これ らの 数字 に ×とか*と か の マー クが つ い て い るo

「お れ は数 字 を 見 た だ け で頭 が痛 くな る 」 とい うマ ネ ー ジ ャー の ため に み

'ん な読 ま な くて もいい です よ
。 この しる しの ある ところだ け は読 ん でい た

だ きた い とい うた め につい てい る しる しで あ るo

異 常値 マ ークの意 味は 表6に あ る よ うに、2っ の 星 じる しは 異 常 に高 い。

1っ はふ っ うよb高 いc×1っ は 低 い。 ×2つ は 異 常 に低 い とい うこ とで

あ る。 これ は要 す る に注意 を喚 起 す る た めの表 で あ る。

そ れ で は この マ ークのつ け 方 は ど うす るか とい うと、 これ は正 規分 布 の

考 え 方を 利 用 して 表6の よ うに二 重 マ ーク が3.0%、 ふ っ う より高 いの は
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表6異 常 値 マ ー ク の 定 義

マ ー ク 内 容 発 生 度

** 非常 に高い指数 3.0%

* 普 通 よ り高 い 13.0%

(ナ シ) 普 通 68.0%

× 普 通 よ り低 い 13.0%

× × 非 常 に 低 い 3.0%

t

(注 正規 分布 標 準 偏 差 の1σ 、2σ を採 用)

13.0%、 何 もマ ー クの ない のは 普通 で68%に なる様 に計 算 され て い る。

これ は標 準 偏差 を コ ン ピュ ー タの 中 で計算 し て、 そ れ か ら判定 す る とい う

作 業 を や って い る。 コン ピュ ー タの 中 では プ ログ ラム さえ つ くっ てや れ ば

さ っ さ とや って くれ る。 そ う異 常 値 が 数多 く出 て きて見 に くい とい うこ と

は ない わ け で あ るo

い ず れ に して も異 常値 管理 表 は マ ネ ー ジャー用 に作 られ て い る ので あ る。

自分 の部 門 内に6種 類 の 商 品 を抱 え てい る と ころ では 、 この 表1っ 見 た だ

け で どこが よ くて ど こに問題 が あ るか わ か るわ けで あ る。

3セ ンサ ス メ ソ ッ ドに よ る傾 向分 析

セ ンサ ス メ ソッ ドに っい て は、 あえ て内容 の説 明 は しな い が、 過去 の 傾

向 変 動 並 び に季節 変 動 ・不 規 則 変 動 は 、 デ ー タを ある程 度放 り込 ん で や る

と コ ン ピュ ー タの 中で 自動 的に 出 して くれ る。 表7の よ うに売 上 傾 向変 動

は大 体一 般 の世の 中の 景気 変 動 と似 た よ うな カ ーブで波 を打 ち な が ら漸 次

上 が ・って い る○

セ ンサ ス メソ ッ ドに よる と季 節 変 動 そ の もの の変 化 も計算 して くれ るが

毎 年 似 た よ うな カ ーブ で、12.月 は 高 く、2、8.月 は悪 い とい うのが きま

り きった ス タ イル とな って い る。 そ の下 に は完 全 に規 則性 が発 見 で きな い
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とい うノ イズの グ ラフが 出て い る、 ノ イズは 統計 的 にい うと前 月の影 響 あ

る い は前 年 の 同 じ よ うな時期 の影 響 が 認 め られ ない もの で不規 則変 動 と呼

ば れ るo

こ こで私 は 大へ ん お も しろい発 見 を した。そ れ は不規 則変 動 は ま った く

不規 則 で なけれ ば 統計 的 に は お か しいわ け で、A部 門 とB部 門の ノイ ズは

ぜ ん ぜん 異 な り法 則性 が あっ ては おか しい の で あ るが、 実 は あ る の で あ るo

これ は ノ イズで あ って ノイズ では な い の で あ るoセ ンサ ス メ ソ ッ ドで は 除

去 で きない が、A部 門 とB部 門の 売場 とか、 ある いは当 百 貨 店 とほ か の 百

貨店 の ノ イズを 比較 して み る と、 やは り一 致 性 が あ るの で あ る。

Aと い う売場 とBと い う売場 とが 同 じ店 の 中だ っ た らまだ考 え られ る こ

と では あ る。1階 と2階 が 同 じよ うな ノ イズを発 生 す る のは 理 由 が考 え ら

れ るが 、 当 西武 百貨 店 と伊勢 丹 、 高 島 屋 、 あ る いは三 越 な どの ノ イズ ー

これ は デ ー タが公 表 され て い るの で簡単 に わ かる 一 を 比 較 して み る と、

ノ イズ に一一致性 が あ る こ とが わ か る。

なぜ一 致 性 が 出 るだ ろ うか とい うのが、 大 きな課 題 と な って い るoこ れ

が 天 候 の 要 因等 だ とす ると、 た ま たま あ る月は急 に寒 くなっ て冬 物 の衣 料

が どっ と出 た、 翌 年の 同 じ月 は必 ず しも寒 くないか も しれ ない、 こ うな る

とや は リノ イズ と して ほか の店 と共通 性 が 出 て くるで あ ろ う。

い ずれ に して も不規 則 で あ りな が ら共 通 性 を もっ て い るノ イズ の解析 に

大 き な興 味 を感 じて い る。
'

4売 上傾 向 の分 析

売 上げ を セン サス メ ソッ ドで解 析 した わ け で あ るが、 売上 高 の分 析 の 上

で 客 数 と客 一 人 当 り幾 ら買 われ た か とい う購 売単 価 が重 要 で あ る。

図6に 購 売単 価 と あ るの は平 均 単 価 の意 味 で あ る。 客 数 と平 均 単 価 を別

々に グ ラフ化 して み る と、 図6の よ うに2月 、3月 、4月 、5.弓 あ たbの

売塙 その ものは横這いであるが・暢 観 ると輔 は ξん どん上彬 て・
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客 数 は どん どん 下 が っ てい る。 これ を知 らず に売上 げ が横 這 い だ と い って

放 って お くと、実 際 には 中に 含 まれ て い る大 き な問 題 を見 落 す こと に なる。

単 価 が どん どん 上 が って客 数 が減 って い る とい うの は、 あるい は値 ごろ

の 品物 が 切 れ て い るのか 、 売 場 で高 級化 政 策 を打 ち出 して単 価 の 高い もの

ば か り しか 置 か な い のか調 べ る必要 が あ る。 こ うい うよ うに売 上 の 内容 を

二 つ に分 け てみ る と、実 に単 純 な ことで は ある が、 グ ラフは い ろい ろ な こ

とを教 え て くれ る。

同様 に 、6、7、8月 は ぐっ と売 上 が 上 が っ て きて い るが、 これ は単 価

が 上 がっ たの では な くて 客 数 が ふえ て い るの であ る。 したがっ て、。セ ンサ

ス に よる トレ ン ド分 析 な ども単 な る売 上 げ の トレン ドで は な しに 、 客 数 の
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●

トレン ド等 が ま た別 の意 味 で重 要 な 分 析の 手 がか り を示 して くれ る。

5基 準 値 作 成

通 常 わ れ わ れの よ うな商売 を して い る と、 もち ろん 差 益 は ほ しい わ け で

あるが、 経済 的 にみ て有 効 な、 つ ま り店 員 の 数が そ う多 くな く、 売場 面 積

も一 番効 率 の よい と ころ で売上 げを 上 げ る こ とが要 求 さ れ る。 こ こでは 差

益率 を上 げ た い場 合 を考 え る。 そ うす る と、 相 反 す る要 素が 一 ぱ い あっ て、

基 準 値 をっ くる こ とが困難 に な るが、 こ こでは ひ とつ の 管 理 図 表 の考 え 方

を例 と して説明 す る こ とにす るo

図7の 右 のほ うに あ るのが差 益 率 で、 一上に 上が る ほ ど高 くな る。左 の ほ

うの一一・一人 当b客 数 とい うのは、 店 員 が1人 で 月間 何 人 の 顧 客 の 相 手 を した

か と い うこと で あ る。 店 員 の 数 が多 い売場 、 少 な い売 場、 それ か ら面積 の

多 い売場 、 少 な い売 場 等 々、同 じ メ ジャー に直 す た め に ぱ1人 当 りの客 数

とか 坪 当 ∪売 上高 とい うふ うに メ ジャー を合 わせ るわ け で あ る○ 差 益率 は

高 け れ ば高 いほ ど よ く、 店 員1人 当 りの客 数 も多けれ ば 多 い ほ どよい わけ

'で あ るが
、 しか し との二 つ の数値 は相 反 す る傾 向 を もっ てお り、 差 益率 の

高 い 品 物 、 つ ま り高 級商 品 に なる と、 顧客 は簡 単 には きめず に接 客 時間 が

永 くな り、 顧客 の 数 も少 い、 坪 当 り売上 げ は 左 に い くほ ど面 積 効 率 は よい

とい うこ とに な るの で あ る。坪 当 り売 上 げ を上げ よ うとす る と、 売場 では

す ぐ商品 を た くさん積 み た が る○ した が って回 転 率 は下 が る。 た くさん あ

れ ば 売れ る だ ろ う とい うのは、 これ も相反 す る要 素 とな る。

こ うい う相反 す る要 素 を それ ぞ れ対 向 す る ように 目盛 り、 た とえ ば こ こ

では ワ イ シャ ツを例 に とる と、 そ の差 益率 と1人 当 た りの客 数 を プ ロッ ト

して 、線 を引 き、 回転 率 と坪 当 り売 上 げ の プ ロッ トとの交 点 を ワイ シャ ツ

の メ ジ ャー だ とす る。

図7に は軽衣 料 関係 の ある売 場 で の実 績 を並 べ て い る。 にの 図 は 左上 の

ほ うに近 づ くほ ど よい わ け であ る。 図 の 中に点線 が 書 い て ある のは 、点i線
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へ 左 上 に近 づ くほ ど効 率 と して は よい と い うこ とで あ る。 この例 で は ネ ク

タ イ、 マ フ ラー な どは よい わけ であ るoむ しろ、 ち ょ っ と上 に 上が りす ぎ

て い るの では ない か ともいえ る。

なお 、 管 理 図 表 をっ くる とき に注 意 す べ き こ とは、 目盛 のつ け方 で ある。

管理 上 の絶 対 値 を これ で 管理 し よ うとい うのは む ずか しい こと に な る。 た

とえ ば軽衣 料 な ら軽衣 料 とい う同 じ ような集 団 を 同 じ 目盛 りの 中 で プ ロ ッ

トしてみ ると、 そ この 相 互 の関 連 が ひ と 目で わ か る事 を狙 い と して、 使 う

程 度 に止 め た方 が 良 い。 こ うい うもの を使 っ て各 部 門 との間 の折 衝 の 中に

利 用 す る と数字 を羅 列 した管 理 表 では、 な か な か読 ん で も らえな い が、 こ

の よ うに一 目で わか る ものは仲 々有効 で あ る。 専 門 家 に とって は 目盛 りが

気 にな る所 で あ るが、 大 体営業 管 理上 は この辺 で 間 に 合 う とい う こ とで あ

るo

図8に は値 下 げ 率 の 分析 グ ラフが の って い るが、 最 初 品物 を 仕 入 れた と

き には15な ら15%で 売 ろ うと予 定 して い る わけ で あ るが、 あ とで ど う

もそ れ で は売 れ ない 場合 が あ るo回 転 率 を一定 以 上 下 げ る と予算 上 問 題が

出て くる の で、 商 品 は 一定 の ところ で値 下 げ して 売 ら な ければ な らないo

ダ ン ピング とい うほ どの ことは ない が何 パ ー セン トか値 下げ をす る。 図8

の グ ラフは値 下 げ 率 の 分析 に 当 って値下 げ と回転 に っ いて 調 べ た もの で あ

る。 回 転 の高 い 品 物 は通 常 値 下 け な ど しな い と考 え られ る。 回 転 が悪 い か

ら値 下 げ す る わ けで あ る。

それ ぞ れ の交 点 は 商品 ごとの実測 値 で あ る。 わ れ わ れが予 想 した よ うに、

回 転の 低 い もの つ ま り下 のほ うへ 行 け ば 行 くほ ど値 下 げ をす るか とい うと、

そ うで もたい○ 確 か に いえ る こ とは、 傾 向 線 よ り上 の 部分 に ない とい うこ

とで あ る。

っ ま り回 転 もす ご くい い のに、 値 下 げ を うん と して い る、 そ ん なば か な

こ とは ない とい うこ とがわ か った わ け であ る。 値 下 げ 率 の 高 い ものは全 部

何 の た め に値 下 げ した のか、 要 注意 商 品 に な る。
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'

図7 軽 衣 料 プ ロ パ ー 売 場 の 管 理 図 表
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■

しか し逆 にい うと回 転が悪 い の に値 下 げ しな い とい うの も、 商 品 が眠 っ

て い る可 能 性 が あ るの で要注 意 に なる わ けで あ る。

百 貨店 とい う ところ は全 体 の面 積 が限 られ て い る の で、 面 積 効 率 を非 常

に重 要 視す るoつ ま り面 積 効 率 を一 番高 い よ うに配 置 したい わ け で、効 率

を 上げ る こ と には 全 力 をいれLて い るの で あ る。

売 上げ は客 数掛 け る単価 で あ るが、 面 積 効 率 を考 え る上 で は坪 当 り売 上

げ とい うこ とに な る。1坪 当 りの売 上 げ は、1坪 当 りの客 数 と単 価 を 掛 け

た もの で あ るが、 そ れ を 目盛 った のが 図9で あ る。

横 に坪 当 りの 客 数 を と り、 縦 に単 価 を とっ て両 者の 相 関 を とって み る と、

双 曲線函 数 が 得 られ る。 とい うことは 同 じ面 積 を べ らぼ うに使 っ てい る と

こ ろは 少 な い とい うこ とであ る。

双 曲線函 数 はk=xyで 示 す こ とがで き、 坪 当 り売 上 げ が一 定 の レベ ル

に あ る とい うこ とを意 味 し て い るo坪 当b売 上 げ が 非常 に悪 か っ た な らば、

買

上

単

価

図9坪 当 り客 数 と買上単 価

3.3m2当 客 数
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そ うい うと ころ の マ ネ ー ジ ャー は坪 数 を減 らすな り何 らか の適 切 な処 置 を

と らな けれ ば な らな い の で あ るo

っ ま ⑰買上 単 価 が 図9の 双 出線 よ り上 に ある場 合 は、 売場 そ の もの は大

へ ん 効 率 が よい けれ ど も、 ほ か の ところ に比 べ て よす ぎ、 坪 当 り客 数 が多

す ぎる わけ で あ る。 とい うこ とは 面 積 の与 え方 が 少 な いそ と い う之 とで
、

面 積 を もっ と.与え る よ うにす る。与 え て い く と平 均 的 には 減 っ て くるが
、

大体 全 社 的 に見 た面 積効 率 の範 囲 には落着 く。 理 想 的 に は この双 曲線 全体

が上 が って い げ ば一 番 よい わ け であ る。 これ が ば らば ら に上が る とい うの

は よ くな い とい うこ とで あ る。

そ れ か ら図10の 場合 は、 在庫 点 数 を横 軸 に とって い る。 こ こで在 高 を

とら ない で在庫 数を とった 理 由は、 高 級 品 は在 庫 点 数 は 少 な い が
、1個 当

りの単 価 が高 いわ け で ある。 在高 とい う金 額 に して しま うと
、 単 価掛 け る

図10坪 当 り在庫 点 数 と単価 、 面 積 、 客 数、 差 益

大

↑
1
ー
↓

小

3.3m2当 在 庫 点 数
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数 量 に なb'商 品 性格 の差 が表 はれ な いの で分 析 が 出来 な くな る
。 図10で

は 在 高 でな し に在庫 点 数 を もっ て きた わ け で あ る
。

在 庫 点 数 とい うの は何 か とい う と、 金 額 で平 均単 価 がわ か って いる の で

平 蝉 価 で在 高 を割 れ ば点 数は 出 る。点 数 を もっ て くる と
、 確 か に ピタ ッ

と カーブ上 に の り、 や は り想 像 どお り とい うこ とで あ る
。

在 庫 点 数の 少 ない ところは 多 分客 数 も少 な いだ ろ うとい うふ うに想 像 さ

れ るが、 これ は 想 像通 り大 体 点 数 の少 な い と ころ の ほ うが お 客 数 も少 な く

な っ て い るoた とえ ば左 が ダ イ ヤモ ン ドの 売場 で右 が安 い ア クセ サ リーの

売 場 とす る と、 ダ イヤモ ン ドの ほ うは在 庫 点 数 が少 な く
、 そ うい うと ころ

は 客 数 も少 な くなっ て お り、実 態 を よ くあ らわ してい る。

こ こで、 差 益 率 を とっ た ら坪 当 り在 庫 点 数 の少 ない ほ うが高 い だ ろ うと

通 常考 え られ るが、 あま り変 わ らない の で あ る。 こ れは 一 見 奇 異 の よ うに

1ヨじられ る か も しれ な い が、 一 定 で あ る ほ うが ポ リシー と して は よい わ け

で あ る。 つ ま り坪 当 り差 益 高 とい うの は も し坪 当 り差 益 の 高 い売 場 が あ
っ

た な らば、 そ こ には もっ と坪 数を 与 え る必 要 が あ る
。 そ うすれ ば坪 当 り差

益高 は下 が る。 従 っ て面 積 配分 が む しろ 不適 切 で あ る と
、 この 坪当 り差 益

と い うの は非 常 な ば らつ きを もち始 め る わけ で あ る
。 要 す るに差 益率 が_

定 で あ るの は、 そ う悪 い こ とでは ない の であ るo

た だ、 と こ で ち ょっ とわ れ わ れ が気 に なる ことは
、 た とえ ば ダ イヤモ ン

洗 場 が50坪 で ・ ア クセ サ リー売場 ・2・ 坪 ぐ らtAし か な い とす る と
、

少 な い とこ ろに た くさん詰 め込 も うとす る傾 向 が ある
。

も と もとた くさん 坪 数 を もっ て い る とこ ろは坪 当 りの点 数が 少 な く
、 少

し しか坪 数 を与 え て い ない ところ はた くさん 置 こ うとす る
。 こ うい う傾 向

が 出 て くる こ とは結 果 と して そ うな るの で あ るが
、 狭 けれ ば狭 い な りに一

ぱ い商 品 を 積 も うとす るあ らわれ だ と思、う。
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6消 費 と売上

消 費 と売 上 とい う点 に な ると内部 デ ー タ と外部 デ ー タの ミッ クスの 問題

に な るわけ で あ る が、 図11の 食 料 品 の 支 出、 被 服 の支 臥 雑費 支 出等 は

官 庁統 計 で とる こ とが で きる。 横 に年 度 、 縦 に支 出 を とって み る と、景 気

の変 動 が ある の で若干 で こぼ こは ある が、 ほ とん ど直 線 上 に の る こ とがわ

か るo

この直 線 の式 を計 算 してみ よ うとい うの で 出 した のが そ こに 出て お り、

この 式 は ご く大 ざっ ぱ 左消 費予 測 に は な るわ け で あ る。40年 、41年 、

43年 な どとい う よ うにだ んだ ん 年 が経 つ に縦 っ て、 ひ とつ の年 の もつ ウ

エ イ トが減 っ て きて、 いず れ 直 線 か らはず れ る こ とは 明 らか で ある が、 ご

く短 期 的 な予測 に は使 え るわ け で あ る。 実 際 には 使 っ てい ない。

消 費支 出全 体 と都内 の 百貨 店 の 売 上 げ との 関係 は ど うな っ て い るか とい

うと、 これ は 図12の よ うに完 全 に直 線 上 に の る ことが わ か る。 百 貨 店 は

大 売 出 しだ の 何 だ の とい っ て一 生 懸 命顧 客 を 吸 収 す る こ とに努力 してい る

が 、 完全 に直線 上 に の っ てい る こ とか ら して 、 顧 客の 消 費 支 出そ の もの が

売 上げ 増 を支 えて いる とい うこと に な ろ うか と思 う。 これ は 支 出 と売 上 げ

の 対 応 で あるの で、 先 きに述 べ た年 度 との関係 よ りは ず っ と意 味 が あ るわ

け で あ るo

次 に一 般 消 費性 向(総 消 費 と消費 性 向)の 変化 に っい て述 べ るこ と にす

る(図13)。

総 消費 そ の もの は年 々伸 び て い くが、 そ の 総消 費 の 中で食 費 が 占 め るパ

ー セ ン ト(エ ンゲ ル係 数)は 変化 して い る。 戦後 は エ ンゲ ル係 数 が50を

突 破 して いたが、 最近 は37～8と.い う ところへ きて 助 ・ これ は どん ど

ん 下 が るだ ろ うと考 え られ て い る。

被 服 費 は非 常 に デ リ ケー トな動 きを して お り、 被 服費 につ い て は い ろ い

ろ な入 が い ろ いろ な見 方 を してい る。 そ の他 の 食 費 ・居 住 費 ・雑 費 の トレ

ン ドは 、大 体 だれ が見 て も変 わ り ない と考 え られ る。

-40-一
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表8主 要 生 活 用 品 の 購 入 先 別 一 覧(昭 和39年 度)
、

傾西武の場合

横 バ イ

増は店舗増 に よる)

消 費 支 出 小 売 店 百 貨 店 ス ー ノく_ その他(購 買部、行商)

食 料 費 78.7% 3.1% 9.9% 4.2%
⑳

住 居 費 31.5% 7.4% 2.0% 25%

家 具 什 器 58.6 15.3 4ユ 5.2

台 所 用 品 62.5 18.7 6.0 3.2

電 気 製 品 66.3 7.2 1.7 5.3

家 具 54.0 23.8 3.1 4.5

設 備 修 繕 21.0 0.4 0.4 一

被 服 費 42.9% 30.5% 6.0% 3.2%

和 服 類 46.7 34.4 2.2 2.8

洋 服 類 42.0 41.7 5.3 3.1

靴 下'手 袋 43.1 32.3 16.7 4.5

布 地 ・糸 類 57.5 29.0 3.4 3.4

寝 具 52.9 24.8 6.6 6.1

履 物 64.9 19.5 6.1 4.0

そ の 他 身 固 品 44.8 38.5 3.4 1.9

雑 費 15.6% 1.2% 1.3%
◆

1.0%

文 房 具 費 74.1 11.5 3.4 4.0

印 刷 刊 行 物 86.6 1.5 0.1 1.7

教 養 娯 楽 品 33.5 3.7 0.3 1.1
一 一 一 ー －A-一 『一ー一

理 容 衛 生 30.1 2.7 9.4 4.5

保 健 医 療 28.2 0.6 4.1 3.6

た ば こ 類 97.0 0.2 0.2 1.6

39年 46.8% 6.7% 5.4%

42年 %
.7・4% (百 貨 店 の シ ェ ア一

一45～46-一
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表8の 「主 要生 活 用品 の購入 先 別 一 覧 」とい うのは、 ど うい う店舗 で 何

パ ー セ ン ト消 費 し てい る か とい う表 で あ る◎ た と えば食 料 費 を例 に とると

一39年 度 の発 表 で あ るが 一 町 の小 売店 が78 .7%、 百 貨店 は3.1%、

ス ーパ ーは9.9%と なっ て い る。 スt－パ ー攻 勢 は この後 ぐん ぐん ふえ て い

る の で、 い まや この デ ー タはぜ ん ぜ ん あて に な らない と思 うが、 と くに食

料 費 に つい ては スー パーの シェ アは ず っ と高 い もの で あろ う。

住 居費 とこ こで呼 ん でい るの は 家具 什 器 、 台所 、 電 気 製 品、設 備修 繕 な

どで、 内容 的 には それぞ れ の構成 比 が だい ぶ 変 っ てい るoそ うい うもの の

合 計 で とって み ると住居 費 は百 貨 店 が7.4%、 小 売 店3L5%、'x－ パ ーーー一

2.0%、 そ の他 が25%と なっ てお り、 ～二の辺 に な る とそ の他 が意 外 と大

きい比 重 を 占め る よ うに な って い る。

被服 費 は わ れ われ に とって は一 番問題 に なるわ け で ある が 、 和服 、 洋 服、

靴 下 、 手 袋、 布地 、 寝 具 、 履物 と分け てみ る と、 全体 と して小 売店 で42.9

%、 百貨 店30.59・ 、 ス ーパ ー6%と な って お り、 この点 で もス ーパ ーの

シ ェ アは 相 当 変動 して きて い る。

雑 費 と呼ん で い る もの の 中 に は 数限 りな くい ろいろ ある の で、 ここ では

い わ ゆ る生 活 用品 の 購入 とい うよ うな形 で分 け られ る雑 費 だ け を とっ てい

る。 これ には文 房 具 費、 印刷 刊 行 物、 教 養 娯 楽 品、 理 容 衛 生 、 保 健 医 療、

た ば こ類 が含 まれ てお り、 百 貨 店 は1.2%を 占め てい るoと にか く小 売商

の 比率 が 高 い こ とは これ を見 て も わ か る とk・りで あ るo

そ れ で、 トー タル で見 る と(39年 の例 で ある が)、 小 売 店46.8%、

百 貨店6.7%、 スt－パ ー5.4%と な ってお り、 通 常百 貨 店 の マ ーケ ッ ト ・

シ ェ アは10%と よ くい われ て い るが、 この表 の 上 では6.7%と 低 い 数字

と なって い る。 これ は なぜ か とい うと、 総 消 費 の 中の シ ェ ア で示 され て い

るか らで あ る。 通 常 の物 品 購 入 の 中で の マー ケ ッ トシ ェア を考 え る と、

10%ぐ ら いに なるの で あ る。 ・

い ずれ に して もス ーパ ー の マ ー ケ ッ トシェ アは ぐん ぐん ふ え て お り、 百
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貨 店 の マ ーケ ッ トシ ェアは あ ま り変 わ らない だ ろ うとい うの が 学 者 の定説

であ るo・

表8の 右 に 当店 の デ ータ を のせ てい るが、 当 店 の マ ー ケッ ト範 囲 を設 定

して 、 そ この総 消 費 を推 定 して そ の中 か らわ れ われ の 売 上 げ 高 の シ ェア を

統計 的 に調 べ た の であ る。

食 料 品 の場 合 は3.82%と 前述 の全 体 統 計 よ りは タ ー ミナ ル ・デ パ ー ト

の せい か 食'料晶 の シ ェア は 高 くな って い る。

居 住 費 い わ ゆ る家 具関 係 、電 気 関 係 に っ い ては7.07%で これ は平 均 よ

り も ち ょっ と低い。 や は り,全体 の と伺 じ よ うに シ ェア と して は 下向 きで あ

るo

被 服 費 関係 は31%で 、 これ は大 体 官 庁 統 計 とほ ぼ 似通 って お り、 横 ば

い傾 向 に あ る。

雑 費 関 係 に な ると2.51%で これ は 割合 高 ぐな っ て い る。 この原 因 は お

そ ら く新 興 住宅 が どん どん ふえ て い る の に くらべ 、小売 店 の こ うい う面 で

の 整 備 が お くれ て い る ため に、 私 どもの 店 を利 用 す る場合 が 多 いた め で は

な いか と思 っ てい る。

そ こで、 前 に説 明 した 総消 費 の中 で食 費、 居 住 費、 被 服 費 が 占め る消 費

性 向 の グ ラフ と、 こ こで 出 て くる百貨 店 の い わゆ る総 ワク の中 の シ ェア と

い うもの を総合 して み る と、 図14に 出て い る よ うに、 実 際 に これ か ら、

あ るいは過 去 に さか のぼ って総 消 費 の中 で、 百 貨 店は 何 パ ーセ ン ト占め る

だ ろ うか と い う傾 向が わ か る と思 う。 図14に よる と被 服費 とい うもの は

.横 ば いだ が、 や や漸 減 傾 向 に あ る。 総 消 費 の 中 で は4%か ら3.4%台 へ と

下 が って きてい る。

一 番 注 目す べ き ことは食料 品 の傾 向 が45～6年 に なる と
、 居住 費 関係

の トレ ン ドに おい こさ れ る とい う こと で あ る。 食 品は いず れ、 と くに 町 の

ス ーパ ー攻 勢 の率 が 高 い の で、 百 貨 店 の中 で は小 さ くなっ て い か ざるを得

な い わ けで あ る。 図14は こ うい うよ うな分 析 が され て い る とい うひ とつ
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図14家 計 消 費 の 中で百 貨 店 の 占め る 率 の変 化 傾 向… ……(消 費性 向の 変 化 に よる)
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の例 で あ る。

大 体 い ま ま での 説 明 で、 私 ど もの 中で どん なデ ー タ と分析 が行 なわ れ て

い るか とい うこ との例 を簡 単 に説 明 して きた わけ で あるo

▼

6

＼

一5k



4将 来 へ の 展 望

1マ ネ ー ジ メ ン ト。シスデ ム

では 次 に 将来 の展 望 に っ いて 説 明 す るが 、将 来 の 問題 とい うのは 一 番 あ

い まい に な りやす い と ころで ある。 勝手 な ビ ジ ョン を述 べ てい れ ば済 ん で

しま うよ うな もの で あ るが、 い ま まで の 説 明 を背 景 に して、 将来 の展望 を

考 え て み たい と思 う。

MIS論 争 が最 近 盛 ん に行 わ れ てい るが 、 ま ず、 小 売 販 売業 の わ れわ れ

の よ うな も ころで のMISと い う ものは どの よ うな もの か とい うこ とを、

大 ざっ ぱ に考 え てみ たい と思 う。

そ れ に は3つ の柱 が必 要 であ ろ う。1つ の柱 には コ ン トロ ール が あるo

そ れか らデ ィテ ー ラー で あるの で、 物 を 売 る と い う柱 も必要 に な る。 この

物 を 売 る と い うこ とを 分解 してみ る と、 そ こ に物 と客が あ り、 マ ー チ ャ ン

ダ イズの シス テ ム、 商 品 に関 す る シ ス テ ム と マ ーケ ッ ト、 顧客 に 関す る シ

ス テ ム、 こ うい うふ うに分 け られ る と思 う○

コ ン トロー ル とい うの はわ れわ れ の もっ てい る立地 条件 並 び に財 務 構造

と い うもの の問 題 を取 扱 う。前 に説 明 した わ れ わ れ が積 み 上 げ て きた シ ス

テ ム とい うの は、 どち らか とい うと コン トロ ールの 部分 に な るわけ で あ る。

従来 の事務 が や っ てい た仕 事 と い うの は コン ト ロール の仕 事 に なる の で あ

るが 、 そ れ を機 械 化 し、 若干 い ろい ろ な統 計 的 だ とか 何 とか いっ て 分析 し

て み て も、 そ の点 では コン トロール シ ス テ ムの拡 大 といえ る と思 うo

そ こへ い くと、 マ ーチ ャ ンダ イズ の 問題 とか マ ーケ ッ トの 問題 は今 迄 も

マー ケ ッ トリサー チ等 い ろい ろ な調査 が 行 な われ て い るが 、 イ ンフ ォ ー メ

ー シ ョン と して、 しか も コ ン トロー ル 、 マ ー チ ャ ンダ イズ、 マ ー ケッ トが

三 位 一体 と なっ て動 くよ うな、 しか も コ ン ピュ ー タの 中 で シス テ ィ マテ ィ

ックに ミ ック スされ て い る状 態がMISで あ る。

もちろん 、 いま ま でに も個 々の ス タ ッフが調 査 費 を かけ、 コ ンサ ル タン
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トを 動か して こ うい う ことが 行 なわ れ て い た こ とは 当 り前 で あ るが、 そ れ

,が コン ピュ ー タ ・シ ス テ ムと して完全 に 結合 され て い て、 この 結 果 に よっ

てAが 動 き、 そ の結果 に よっ てBが 動 く とい うよ うな因 果 関係 が ピ シ ャ ッ

とで き る とい うのが、 われ わ れのMISで は ない か とい うふ うに考 え てい

るo

ま ず、 そ の ひ とつ の コン トロー ルシ ス テ ムに つ い て説 明 す るが、 とれ は

い ま まで説 明 して きた もの の延長 上 に ある の で比 較 的わ か り易 い ので は な

い か と,思うo

こ こで は計 画 と実 績 のそ の集積 に焦 点 を あて、 そ れだ け で マ ネ ジ メン ト

・シ ステ ムの基 本 がで きる の では ない か と考 え て い る
。

図15に マネ ジ メ ン ト ・シ ステ ムの基 本 の フ ロー チ ャー トが 出 て い るが、

ポ リシ ーは 別 と して、 計 画 は全 部 数字 の デ ジ タ ルな 計 画 で なけ れ ば困 る わ

け で ある。 プ ランは プ ロジェ ク ト・ナ ンバ ー をっ け た デ ジ タル計 画 で あっ

て 、 それ ぞ れ の 実 施の 実 績、 そ れ の 予算 変 更、 次 期 の 予算 計 画、 そ うい う

図15マ ネ ジメ ン ト ・シス テ ム の 基 本 フ ロー ・チ ャー ト

経 営 方 針

「 予 算 言+直 一
↓

実 施 実 績 一

↓

予 算 修 正 ←

↓

次期予算計 画 嫌

(注)計 画内容

売上予算

総費予算

人事 計画

差益予算

投資予算
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ものの フ ィ ー ドバ ック ・サ イ クル がEDPSと 結 合 して い く○

この辺 は考 え 方 さえ 統一 す れ ば比較 的入 りやす い。 とい うの は、 デ ー タ

と してはEDPS側 に 比較 的 デ ー タが ある の で、 あ とは シ ス テ ム フ フン ニ

ングで あ る。

図15(注)の 計 画 内 容 とは 、 売 上 予算 で あ り差 益 予算 で あ り、 経 費予

算 で あ り投 資予 算 で あり、 人 事計 画 で あ る。 そ れ か ら販 売 重点 の変 更 計画

と顧 客消 費 対 象の 変 更計 画 、 セ ー ルス ・プ ロモ ーシ ョ ン計 画、 そ の うち の

数値 化 可能 な計 画 を 出す よ うにす る。 た だ し定 性 的 な計 画 は こ の プロ セ ス

では扱 わ ない とい うふ うに割 り切 っ て 考 えた い と思 う○

参 考 と して 、 表9VC=zネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム の デ ー タ ・ プ ロ セ ス 諸 元 を

掲 げ て お く。

ψ

表9マ ネ ジメ ン ト ・シ ステAの デ ー タ ・プ ロセス 諸 元

(1)計 画 ファ イル

半 期 毎 に作 成 された 計 画 を ファ イル し、 月別 に内 容 修 正 に 応ず

る ファ イル 内容 は前項 の計 画 数値 を 内容別 に フ ァ イルす る。

会 計 情報 プ ア イル

計 画 に対 応 す る実 績用 の ファ イルで あ っ て、 一 般 会計 シ ステ ム

の 内:よ り把 握 す るo

一 般 会計 の総 合 処理 シ ス テ ム

仕 入'伝30万 件/肩

上 伝'30万 件/月

掛 伝28万 件/月

掛 伝 票20万 件/月

経 費 伝 ≡4万 件/月(内 給 与2万 件)

会 計 伝4万 件/月

人事 台 帳 プ ア イル

10,000名 の人 事台 帳 をEDPS化 し能 力 開発 と企 業 力増 強

に資 す る。

`
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2マ ー チ ャン ダイ ジン グ 。システ ム

次 に マ ーチ ャン ダ イジ ングの シ ス テ ム につ い て説 明す る が、 とれ が実 は

わ れ わ れ に とって 一番 関心 の 高 い と ころ で あ るo

従 来 の 商 品 番号 別 に と らえ て、 そ して コ ン トロー ル し、 い わ ゆ る セ ミマ.

ク ロとで も い うか、 ワイ シャ ツが ど うだ とか ネ ク タイが ど うだ とか、 せ い

ぜ い テ ト ロンの ワ イシャ ツは ど うだ とか、 香 港 シ ャ ツが ど うだ とか い うこ

とは、 い ろい ろ とやっ てい る の で あ るが、 マ ーチ ャ ンダ イジ ング とい うと

とに な る と、.こ の ワイシャ ツは仕 入 れ るべ きか、 こ の ワ イ シャ ツの値 段 ぱ

妥 当 か 、 こ れ は早 く見 切 って値 下げ した ほ うが よい か と い う個 々の 商 品 に

対 す る決 定 に なるの で あ る。 した が って 、 これ は デ ータ ・ギ ャザ ー か ら何

か ら何 ま で全 部 変 わ って く る。

百 貨 店 の 商 品点 数 は大 体100万 点 と か50万 点 とか い うふ うに 呼ば れ

て い るが、 だ れ も商品個 々の ユ ニッ トに お ろ した点 数 を勘 定 した入 は お ら

ず、 しか も時 々刻 々 と変 わ って い るの で、 商 品の 把 握 は大 変 な作 業 で あ る。

日本 の小 売業 とい うのは 商 品の バ ラエ テ ィ に富 ん で お り、 しか も必ず し

も再現 性 が ない の で あ る。 た とえ ば、 い ま手 元 に ある コ ップを製 造 元 に行

く と必 ず っ くって い るか とい うと、 少 しつつ工 夫 して どん どん 変 わ って い

る とい う場 合 が 多 いの で あ る。 そ こ で、 そ れぞ れ 商 品毎 の販 売 構 造 を研 究

し、 計 画 化 して 、 必ず再 販 売 を可能 に して お くとい うよ うな マ ー チ ャンダ

イ ジ ン グの シ ステ ムが これ か らの課 題 で あ る。

図16に そ の ひ とつ の例 がの っ て い る が、 そ うい うもの を ど うい うふ う

に これ か ら コン ピュー タ化 す るか とい うと、 まず マ ーチ ャン ダ イ ジング ・

シ ステ ム とい うの を図16下 方 の 四角 の 中 でっ くbあ げ る。 これ が まず大

き な仕 事 で ある 。

コ ン ピュ ータの 中に相 当 大 きな メモ リー を・もち、 商 品の発 注 を し、 仕 入

れ を し、 在 庫 を し、販 売 を し、結 果 の 分析 を し、 計 画 の修 正 を し、 ま た次

の発 注 を しとい うのが マ ーチ ャ ンダ イ ジ ン グ ・シ ス デ ムで
、 い わゆ る イニ
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図16マ ー チ ャ ン ダイ ジン グ ・シ ス テ ム の 基 本 フ ロー ・チ ャー ト

マ ー チ ャ ン ダ イ ス ・マ ネ ー シ ャ ー

マ ーチ ャ ン ダ イザ ー を管理 す る と

同 時 に、 マ ーチ ャ ンダ イ ジ ング シ
ス テ ム を管 理す る。

マ ーチ ャ ン ダ イザ ー

商品計画書

EDPS

己窺 ンタイう

商 品 計 画書 を通 じて マ ー

チ ャ ン グ イズ 活 動 を す る。

修正 報 告 書 に よっ て次 の

活動 をす るo

修正報告書

＼鵬ぷ

析

正
＼

分

修画計

▲
ー

ー

売

./
桔＼

/

踏∵
発

マ ネー ジ ャーの

管理 す る シス テ

ムに よっ て計 画

書 を修 正 した報

告、

最 初 計 画 書 の通

り行動 し、 実績

と計 画 を 比較 分

析 して計 画 を修

正 す るル ールを

内含 し てい る コ

ン ピュ ー タシス

テ ム

一56一

'

4



■

,

φ

シ ャル の計 画 を入 れ て、 そ の後 の計 画修 正 は コン ピェ 一 夕の 中で一 定 の ル

ール に よっ て行 う もの と考 え るの で あ る。 イニ シ ャル の計 画 だ け は人 間が

っ くるの だ が、 そ れ か ら あとは コ ン ピュ ー タの中 で一 定 の 修 正 ル ールに よ

っ て行 な うわけ で ある。

しか し修 正 につ い て マ ーチ ャン ダ イザ ーは ど う変わ った か知 らな かった

とい うの で は困 る の で、 コン ピュ ー タの中 か ら修 正 報告 書 をつ くっ て マ ー

チャ ン ダ イザ ーの と こ ろに フィ ー ドバ ッ クす る よ うに す るoマ ーチ ャンダ

イ ザーは そ の修 正 が 気 に入 らなけ れ ば も う1度 直 す こ とが で き る。

しか し修正 ル ール とい うよ うな もの を含 ん で い るマ ー チ ャン ダ イズの シ

ステ ムは、 マ ーチ ャ ング イズ ・マネ ー ジ ャー とい う、 そ の1つ 上 の レベ ル

の マネ ー ジ ャー で ない と直 す こ とは で きな い。従 っ て、 マ ーチ ャン ダ イズ

・シ ステ ムそ の もの も マ ーチ ャン ダ イズ ・マネ ー ジ ャー が 管理 してい るわ

ぢ で あ る。

も ちろん 始 め の 商 品計 衝 に必 要 な 「何 を 」とか 「何故 」とか い う問題 は

.コ ン ピュ ー タが い くら進ん で もだめ だ と思 う。 何 を仕 入 れ る か とい う問 題

が将 来 は コン ピュ ー タで解 け るか とい うと、 当 分解 け ないだ ろ うと思 う。

ご承知 の とお り、在 庫 管 理 手 法 で最 適 発 注量 を きめ、 発 注 ポ イ ン トを き

めれ ば 「いつ 」「 どれ だけ 」の 問 題 は で きる。 初 め て仕 入 れ る場 合 は、 つ

ま り石 油ス トーブ な ら どの石 油 ス トー ブ をい ま仕 入 れ た ほ うがい い のか、

ある いは1週 間 待 って か ら仕 入 れ たほ うが いい の か、1ヵ 月経 って か ら仕

入 れ た ほ うが い い の か、 これ は そ れ こそ 人間 的 に よ る決 定 で あ る。

一 ぺん 仕入 れ る とい うこ とを きめ、 そ して商 品計 画書 の 中 で こ と しの石

油 ス ト_ブ は 週何 個 売 れ る予 定 だ か ら、在庫 何 個 切 りた ら発 注 しろ とい う

もの を つ くって おい て も、 何個 売 れ るは ず だ とい うこ とにっ い て、 見込 み

とち が う場 合 は 、 発注 量 を 変更 し、最 適 在 庫量、 最 少 在 庫 量 を 変更 して い

く。 す で に小 売 販 売業 で も外 国の 百・貨 店 で も実際 に こ うい う動 きが 行 なわ

れ て お り、 当店 では ト ライ ア ル中 とい うのが現状 で あ るo
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こ こでひ とつ 問 題 に なる のは、 こ うい うデ ー タを一 体 ど うや っ て集 め る

の か とい うこ とで あ るoこ の シ ス テ ムの例 が 図17に 出て い る が、 これが

当店 で考 え て い る例 で あ る。 この 図で バ イ ヤー と呼 ん で い るの は、 前 述 の

マ ーチ ャン ダ イザ ー と呼 ん で い る もの で あ る。 ここが 商 品計 画書 を まず っ

くる。

タ イ プ ライ ター を使 っ て、 どん どんべ計 画書 をつ くる。 オ ン ライン を使 わ

な くて もキ ーパ ンチ で も よい の だ が、 将来 の 速 さを要 求 す る場 合 には、 バ

イ ヤーは この辺 の 計 画 を つ くる こ とが 主任 務 に な るので、 オ ン ライ ン タイ

プ ラ イ ター を設 置 した方 がい い と思 う。

タ イプ ライ ター で 送 る と、 計 算 セ ン ター に電送 回 線 です ぐ送 られ る。 そ

して大型 の電 子 計 算 機 の 中に は マ ー チ ャ ン ダ イジ ング の シス テ ムが す で に

入 っ て い るので、 商 品計 画 の デ ー タ ・ファ イ ル が行 な われ る。

もちろん イ ニ シ ャ ル の と きには 大抵 直 ち にな に か を発注 せ よ とい うこ と

で 出て くるで あ ろ うが、 そ れ の可 否は コン ピュー タは 考え な いbそ のまま

発 注 す る わ けで あ る。 発 注 の 仕 方 は また電 送 回線 を 使 っ て高速 プ リン タ_

を動 か すの で あ るが、 高 速 プ リン ター か ら出て くる のは 商品 値 札 と仕入 単

票、 売 上単 票、 発 注 単 票 で あ る。 これ らの単 票 は、OCR活 字 で作 成 され

て い るo

発 注単 票 が まず 切 り取 られ 発 注 デ ータ と して処 理 さ れ る。 追 加 発 注 の 場

合 は 計画 書 が こな くて も ライン ・プ リンターが打 ち出 す の で、 バ イヤ ーが と

とで発 注 単 票 を切 り取 る とい うアク シ ョン を通 じて発 注 の決 定 を す るわ け

で あ るo切 り取 られ た 単票 は全 部OCRで コ ン ビュ ー タへ 戻 っ て くる。 そ

れ で値 札 と売 上単 票 、 仕入 単 票 が業 者 のほ うへ い って 品物 が入 っ て くるの

で あ るo

そ うする と入 口 で、 ζ ち らが発 注 し たと お り品物 が あ る か ど うか調 べ、

仕 入 れ の単 票 が切 られ る。 売 上 げ の単 票 は 顧 客 が そ の 品物 を買 っ た とき に

売 上単 票 が 切b取 られ る。 仕 入 れ の単 票 と売上 げ の単 票 はそ のま まOCR
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図17デ ー タ ・ ギ ャ ザ ー ・ シ ス テ ム
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リーダ ーに かけ られ て、 電 送 回 線 で本 部 に集 める。本 部 で仕 入 れ と売 上げ

の単 票 を使 って、 コン ピュ ー タの 中に 入 っ て い る計 画 と照 ら し合 わせ 、最

適 在 庫 量 を割 った 場合 には、 同 じ よ うな過程 を繰 り返 し、 高速 プ リン ター

を使 っ て発 注 が行 なわれ る 。

バ イヤ ー ズ ・レポ ー トとは、 ル ーチ ン ワー ク と して の会計 用 あ るい は 分

析 用、 バ イ ヤー 用 、 コン ロ ロー ル レポ ー トが全部 この範 囲 でっ くられ る。

この考 え方 で い くと、 ア カウン テ ィ ン グ用 の デ ー タで、 両 者 を兼 ね て し

ま お うとい う考 え 方 で あ る。 ち ょっ と冒 険 で あ るが、 ぜ ひや りたい と思っ

て い るo

通 常 こ うい う商品 統計 の場 合、 支 払 い に関 す る債権 債 務 のた め には 、別

の ア カ ウン テ ィン グ伝票 が動 くの で あ るが、 この単 票 は伝 票 で あ る と い う

ふ うに是非 した い と思 っ て い る。 従 っ て、 キ ャ シュ ・レジ ス ター も変 わ っ

て く る し、 仕 入 れ の計 算 の仕 方 も変 わ っ て くる わけ で あ るが、 イン プ ッ ト

につ い ては 共用 に な り、 分 解 の仕 方 に よっ て変 わ って くる とい うふ うに な

るo

あ と4～5年 も経 つ と い まの 話 は 夢物 語の よ うに聞 え るか も しれ な い が、

相 当具 体化 が進 め られ て い る。

表10に は マ ーチ ャ ン ダ イ ジ ング ・シス テ ムのデ ー タ プ ロセ ス諸 元 を の

せ てお くo

3マ ー ケ ッテ ィ ン グ 。シ ス テ ム

最 後 に マ ー ケ ッテ ィ ン グの 問題 を説 明す る こ とに す る。 最 近 キ ャ ッス レ

ス時 代 が くる とい うこ とが 定 説 に なっ て お り、 アメ リカで は小 売業 、 百貨

店 の 売 上 げ の50%、 場 合lrcよ っ て は80%ぐ らい まで が、 キ ャ ッシ ュ レ

ス で ある と い われ てい る。 日本 で もや は り時 代 の進 歩 は そ うい う方 向 に向

っ て い るo

そ の と き に ど う い う よ う な マ ー ケ ッ ト ・ シ ス テ ム を も っ て い か な け れ ば
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表10マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ ・ シ ス テ ム の

デ ー タ ・ プ ロ セ ス 諸 元

(1)商 品計 画 フ ァ イ ル

初 め商 品計 画 書 に基 づ い て作 られ、 そ の後 傷 正 され つつ 作 業 を

進 め て行 く商 品 フ ァ イル の 内容 及び 量

コ ー ド部分10桁

マ ス ター部 分30桁

実 績 部 分30桁

計 画 部 分30桁

100万 点(全 商 品 の20%)

100万 ×100桁=10千 万 桁

2,000件/月

5万 件/ri

(商 品 フ ァ イ ルは4カ 月で 更新 され る)

商品 の納入 デー タ(仕 入伝票)

OUTIE)UT

商 品動 向表(再 発 注 書)
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な ら な い か と い う ア ウ ト ラ イ ン が 図18に の っ て い るo

図18マ ー ケ ッ テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム の 基 本 フ ロ ー チ ャ ー ト

マ ーケ ッティ ン グマ ネ ージ ャ ー

パ ー ソナル マ ー ケッテ ィング
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マ ー ケ ッティ ング の問題 の 中 に はセ ール ス ・プ ロモ ー シ ョ ンの 問 題が 含

まれ るo

まず、 マ ーケ ッ テ ィ ング ・マネ ー ジ ャー が い て、 パ ー ソナル な マ ー ケ ッ

テ ィ ング とマ ス ・マー ケ ッテ ィ ン グ と2っ に分 け て考 え る。

マ ス ・マ ー ケ ッテ ィ ング は マ ー ケ ッテ ィ ン グ 戦略 と経 費 を分 析 して マー

ケ ッテ ィ ン グの活 動 分 析の レポ ー トが つ く られ る。

図18に=書 いて ある よ うに、 こ こ のEDPSは マ ー ケ ッ ト ・シ エアーの

調査 、 消 費動 向 調 査 、 個 人 消費 調 査が 含 ま れ る。 マー ケ ッ ト ・シ ェアの 調

査 が やは リ マー ケ ッテ ィ ン グ戦略 の 中で 一番 基 本 的 な メ ジ ャー で は ないか

と思 っ て い る。 衣 料 品 の マ ーケ ッ ト ・シ ェ ア と い うだけ で な しに、 個別 に

そ の 中の ワ イ シャ ツな ら ワ イシ ャ ツの マ ー ケ ッ ト ・シ ェア、 靴下 の マー ケ

ッ ト ・シ ェア、 ネ ク タイの マー ケ ッ ト ・シ ェア と い うふ うに 分 か れ て くる

わ け で あ る。

これは イン プ ッ ト ・デ ー タが 売 上げ の 中 でわ か る。 だん だん 商 品 の把握

が商 品 ご と に こま か くなっ て くる と、 ワ イ シャ ツな ら ワイ シ ャ ツに つ いて

のお 客 の商 品性 向 を知 り、 そ の 中 で当 店 の ワ イ シ ャ ツ売 場 は何 パ ーセ ン ト

の シ ェア を もっ て い るのか 、 それ は ど う変 わ っ たか とい う傾 向は 把 む こ と

が で き、 マ ー ケ ッテ ィ ング 戦略 が た て易 くな るo

宣 伝 効 果 の 測定 とい う問 題 も、 そ うい うシ ェ ア の変動 を 克 明 に追 求 す る

とい うふ うに考 え て いけ ば可 能 で は ないか 。 活 動 分析 の レポ ー トとはそ の

辺 の こと を考 え てい るわけ で あ る。

消 費動 向 とい っ て も、 われ われ は経 済 企 画 庁 では ない ので、 ワ イシ ャ ン

の消 費が どの くらい だ ろ うか とい うよ うな調 査 の ほ うが む しろ ほ しい わ け

で あ る。 普 通 の調 査 で は、 なか なか こ うい うデ ー タは 出て こ ないが 、特 殊

な調 査 を して 必要 な デ ー タを 集 めた い と思 っ てい るo

パ ー ソ ナル な マ ーケ ッテ ィ ング に っ いて は、 個 人 マー ケ ッ トの 戦略 は 必

ず つ くられ るoそ して パ ー ソ ナル ・マ ー ゲ ッ トの 活動 分 析 は 必 要 に なる。
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この 内 容は 売 掛 処 理 シ ス テム、 ク ラブ活 動 シ ステ ム及 び ダ イ レ ク ト ・メー

ル 名 簿 が 含 まれ る。 ク レジ ッ ト処 理 と、 い ろ いろ な同好 会 み た い な ク ラブ

活動 が あ り、 そ うい うもの を もっ と エキス バ ン ドしてい く必要 が あ る。 そ

うい う名簿 の 出 し入 れ等 々が 必 要 に なって くるo

も ち ろん ダ イ レク トメ ールは そ うい う もの の大 き な武器 で あ る。

表11に は、 その プ ロジ ェ ク ト開発 と台帳 の ファ イル 等 が 出 て い るが、

記 憶 容 量 が5,000万 け た とい う膨 大 な メモ リーを必 要 とす る ～二とで あ る。

先 ほ どの 商 品別 の記 憶 容量 と合 わせ る と2億 近 い ランダ ムの ア ク セ ス ・メ

表11マ ー ケ ッ テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム の デ ー

タ ・プ ロ セ ス 諸 元

プ ロジェ ク トファ イル

戦略 計 画 の プ ロジェ ク ト毎 に フ ァ イル し、 後 の分 析 に備 え る。

量 的 には、20・K-30の プ ロジ ェ ク トで ある。

内容 は、 プ ロジェ ク ト番 号

経 費 内 容

予 想 効果 の尺 度

日時 、 内 容記事

個人 顧 客 台 帳 フ ァ イル

量 的 には、50万 名 分 を収 容 す るo

冗 掛 帳

D/M帳

ク フ フ 帳

内容 カス トマ ー番号

住 所 、氏 名、年 令

マ.ス タ 項 目

実 這 項 目

憶 容

30万

50万

5万

15桁

15桁

20桁

5G桁

一65一

]



モ リ ー を も っ て コ ン ト ロ ー ル 、 マ ー ケ ッ テ ィ ン グ 、 マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ

の 三 位 一 体 と な っ た 、 シ ス テ ム 全 体 を コ ン ト ロ ー ル す る も の が 必 要 に な る

わ け 』で あ るo

わ れ わ れ と し て は 、 そ れ が で き 上 が っ て 完 全 に マ ネ ー ジ メ ン トを 動 か す

よう亘 る事が ぽ の ところ考え られ る・ン ピ。 一夕と企業 の結合状態 の ,

終局の姿では ない か と思って いる。.
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